
 

★本間航介（ほんま こうすけ）氏・・・新潟大学農学部生

産環境学科 フィールド科学教育センター准教授  専門分野：

森林生態学・保全生態学  トキ野生復帰専門家会合委員、生

物多様性モニタリング森林系モニタリングGrp.委員、トキのすむ

島づくり事業森林ワーキング Grp.委員 などを歴任。 

 

 

★中山由美（なかやま ゆみ）氏・・・朝日新聞 報道記者  

青森支局、つくば支局、外報部、科学部、社会部で勤務  

2002 年度新聞協会賞を受賞 2003 年女性で初めて南極観測

隊に同行し、越冬。その後も南極を再訪し取材。グリーンランド

氷床やヒマラヤ氷河も取材し、極地から地球を見つめる。 

 

 

 

 

 

      1 月１７日（木）環境科学研究センター（村山市）、２２日（火）村山総合支庁本庁舎（山形市）を

会場に、県内の環境保全団体を対象にセミナーを開催しました。セミナーでは、特別天然記念物トキ

の保全に取り組んでいる新潟大学農学部本間准教授や極地取材を通して地球環境をみた朝日新聞中山

報道記者を招き講演いただいたほか、参加された団体の活動紹介や担い手育成などの課題について話

合われました。 

■環境科学研究センター（1/17） 本間航介准教授の「里地里山と生物多様性」では、新潟県佐渡

島の鳥類「トキ」の野生順化への環境づくりを中心にお話いただきま

した。その中では、トキの餌について大きな誤解があり、ドジョウば

かりではなく、カエルやトカゲなどの小動物も食べる鳥であること。

さらにトキの餌が棲息するためには、それらのまた「餌」や植物群が

必要であること。つまり、トキを頂点とする食物連鎖ピラミッドを形

成する環境が必要であると説かれました。 

 講演の後は、環境保全団体や行 

政も加わった交流が行われました。 

そこでは、環境への関心が低いと 

される中学、高校生に対して、い 

かに「環境」に関心をもってもら 

うか、その実例をもとに活発な議 

議がなされました。また、活動を続けるための後継者育成について 

議論が行われ、今後ともこうした交流会を通して、互いに情報を交換し、課題を解決していくことに

なりました。 

■村山総合支庁本庁舎（1/22） 「環境」というと、どうしても身の回りの地域だけに目を向けが

ちな中、ちょっと違った“地点”から環境を考えていただくため、「極地からみた地球環境」と題して、

中山由美報道記者に講演いただきました。極地とは、地球の“北 

極”と“南極”です。いずれも氷に覆われた寒いところですが、 

過去の地球環境を知るうえで、貴重な場所となっています。また、 

現在地球温暖化により気温が上昇し、氷が溶けているといった現 

象のほか、黒い細菌類が氷表面に繁殖し、さらに氷を溶かしてい 

るといった状況が紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

環環環研研研セセセンンンタタターーーＮＮＮＥＥＥＷＷＷＳＳＳ    

第４６号 

環環境境担担いい手手連連携携推推進進セセミミナナーー開開催催！！  
～環境保全に取り組む市民活動の交流～ 

 

平成 25年 

－３月－ 

講講師師のの紹紹介介   



環環環境境境学学学習習習をををおおお手手手伝伝伝いいいしししままますすす！！！   
環境科学研究センターでは、施設を利用した環境学

習が行えます。希望する学習内容やテーマについて、
専門の担当者がわかりやすく説明します。講義形式は
もちろん、実験を通じた体験学習もおすすめしており
ます。希望の時間に応じたカリキュラムをご提案させ
ていただきます。また、出出前前講講座座や県県環環境境アアドドババイイザザ
ーーのの派派遣遣も行っております。もちろん、派遣経費や材
料代などすべて無無料料です！ぜひ、お気軽にご相談くだ
さい。（※県環境アドバイザーの派遣には限りがあります。ご了承くださ

い。） 

 

 

 

 

 

 環境アドバイザーによる環境講座  出前講座（水のよごれ実験） 

 

 

 

 

山山山   形形形   県県県   ののの   河河河   川川川   水水水   質質質   マママ   ッッッ   プププ   完完完成成成！！！   
 

 平成 24 年６月から９月にかけて行われた「水生生物調査」の結果をマップ化し、このほど調査参加者、 

各学校、公共機関に提供しました。今回は 72 団体延べ 1812 人が参加し、59 河川 129 地点で調査が行

われました。前年よりも中高生、家族や企業から 

の参加が増え、多くの地点で調査ができました。 

 調査地点では街を流れる都市河川が増えた一方 

悪天候と増水状態が続いた庄内地方の河川が減少 

しました。水質の状態では、8 割の地点で「きれ 

いな水質」を維持していました。 

 平成 25 年度も実施する予定ですので、みなさ 

まの参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

＜＜出前講座＞＞ 

山形市立東小学校６年生 12 月１日 

  ◎不要紙によるリサイクル工作教室 

村山市立葉山中学校文化部 12 月 26 日 

  ◎廃食用油から香りのするロウソク作り 

東根市神町老人会  ２月 12 日 

  ◎廃品を利用したリサイクル工作教室 
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つなぐ環境やまがた通信ブログ  

更 新 中！by県環境企画課 

環境学習や環境保全活動に熱心に取り組んでいる学校や NPO、

企業がたくさんあります。活動を知ってもらいたい、「自分も参加し

てみたい」と一歩踏み出すきっかけになればと思い、このブログを

はじめました。週に２～３回のペースで新情報を提供しています。 

ＵＲＬ  http://tsunakanyamagata.n-da.jp/ 

 

平平成成 2244 年年度度  

水水生生生生物物ででみみたた  

http://tsunakanyamagata.n-da.jp/

